
令 和 ３ 年 度

決算審査の概要

　今定例会では、令和３年度決算認定議案

８件の審査を各常任委員会に付託して行い

ました。

　予算の執行が法令に基づいて、合理的・

能率的・効果的に執行されたか、また、公

共の福祉向上に寄与したかなどを主眼に審

査したところ、来年度予算編成に向けて、

各委員会の委員より次のとおり指摘・要望

事項がありました。

長寿命化改修工事を完了した黒浜中学校東校舎

総
務
委
員
会

①�

国
の
責
任
に
お
い
て
地
方
交
付
税
の
財
源
確
保

に
つ
い
て
国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
臨
時
財
政

対
策
債
た
の
み
と
な
ら
な
い
よ
う
に
起
債
計

画
を
立
て
る
こ
と
。

②�

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
蓮
田
の
魅
力
を

伝
え
つ
つ
、
蓮
田
に
納
税
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
仕
組
み
づ
く
り
を
す
る
こ
と
。

③�

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
推
進

に
向
け
て
外
部
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
る
な
ど
、

【
指
摘
・
要
望
事
項
】

効
果
的
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

④�

Ｂ
ｉ
ｚ
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
必
要
な

方
に
届
く
よ
う
工
夫
し
て
行
う
こ
と
。

⑤�

職
員
採
用
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て

は
、
法
定
雇
用
率
を
満
た
す
よ
う
積
極
的
に
進

め
、
募
集
要
項
も
分
か
り
や
す
く
工
夫
す
る
こ

と
。

⑥�

市
税
等
の
納
付
業
務
に
お
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
生
活
保
護
等
の
相
談
に
つ
な
げ
る
な
ど

の
連
携
を
図
る
こ
と
。

⑦�

職
員
が
扱
う
Ｏ
Ａ
機
器
に
つ
い
て
は
、
で
き
る

限
り
ス
ペ
ッ
ク
が
落
ち
た
も
の
で
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

民
生
文
教
委
員
会

①�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
に
至
っ

た
際
に
は
、
地
域
敬
老
会
を
再
開
す
る
こ
と
。

②�

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
っ

て
バ
リ
ウ
ム
検
査
と
胃
カ
メ
ラ
検
査
の
ど
ち

ら
も
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
検
討
す
る

こ
と
。

③�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
バ
ス
停
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
が
使
用
し
や
す
い
場
所
へ
の
移
動
を

検
討
す
る
こ
と
。

④�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
入
れ
を
増
や
す
こ
と
。

⑤�

国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
担
当
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
人
員
配
置
を
す
る
な
ど
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
が
維
持
で
き
る
よ
う
に
引
き
続
き
努
め

る
こ
と
。

⑥�

給
食
食
材
の
放
射
能
検
査
を
、
引
き
続
き
行
う

こ
と
。

⑦�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
協
力

会
員
に
つ
い
て
は
、
広
報
等
で
周
知
を
す
る
な

ど
積
極
的
な
募
集
を
行
う
工
夫
を
す
る
こ
と
。

建
設
経
済
委
員
会

①�

黒
浜
緑
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
安
全
性
だ
け
で

な
く
、
緑
地
保
全
の
観
点
を
も
つ
専
門
家
を
入

れ
て
整
備
事
業
に
い
か
す
こ
と
。

②�

新
た
な
雇
用
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
創
業
支

援
事
業
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
拡
充
を
図
る
こ

と
。

③�

農
業
振
興
や
市
民
の
農
業
に
対
す
る
理
解
促
進

の
た
め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
な
る
充
実
を

図
る
こ
と
。

④�

道
路
の
小
規
模
修
繕
に
当
た
っ
て
は
、
他
市
で

も
実
施
し
て
い
る
様
な
民
間
事
業
者
へ
の
包

括
的
な
委
託
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
。

⑤�

立
地
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
は
、
蓮
田
市
の
特

色
を
勘
案
し
、
機
械
的
な
施
設
集
約
等
を
せ
ず

に
計
画
的
に
誘
導
を
図
る
こ
と
。

⑥�

空
き
家
対
策
事
業
促
進
の
た
め
、
市
民
等
が
空

き
家
を
気
軽
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

作
り
等
に
つ
い
て
、
庁
内
関
係
各
課
と
調
整
し

推
進
す
る
こ
と
。

⑦�

東
日
本
大
震
災
の
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
影
響
に
よ
る
水
道
水
検
査
費
用
は
、
東
京

電
力
に
対
し
て
引
き
続
き
全
額
請
求
す
る
こ

と
。

議
案
第
56
号
　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

主
な
理
由
９
点
に
よ
り
、
令

和
３
年
度
蓮
田
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
反
対

反対討論
以
下
主
な
理
由
９
点
に
よ
り
、
日
本
共
産
党
は

反
対
し
ま
す
。
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日
本
共
産
党
は
反
対
す
る
。

法
定
外
繰
入
金
解
消
に
向
け

て
事
業
の
推
進
を

賛成討論
埼
玉
県
の
考
え
と
し
て
国
と
同
様
政
策
に
よ

る
繰
入
金
を
含
め
て
、
法
定
外
繰
入
金
を
解
消
し

て
い
く
べ
き
も
の
と
定
め
て
お
り
、
法
定
外
繰
入

金
を
増
額
す
る
こ
と
は
、
の
ち
に
県
内
統
一
税
率

と
な
っ
た
際
に
、
蓮
田
市
独
自
の
事
業
を
展
開
し

た
場
合
様
々
な
リ
ス
ク
や
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

は
す
だ
政
和
会
と
し
て
は
、
国
・
県
の
方
向
性

に
な
ら
っ
て
こ
れ
ま
で
通
り
法
定
外
繰
入
金
の
解

消
に
向
け
て
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

議
案
第
58
号
　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

憲
法
25
条
の
生
存
権
を
踏
み

に
じ
る
な

反対討論
後
期
高
齢
者
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
人
を
国
保

や
健
保
か
ら
切
り
離
し
、
高
齢
者
だ
け
の
医
療
保

険
に
し
て
、
負
担
増
と
差
別
医
療
を
強
い
る
世
界

で
も
異
例
の
医
療
制
度
で
あ
る
。
２
年
ご
と
の
保

険
料
の
見
直
し
で
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
続
い

て
い
る
。
75
歳
以
上
の
人
口
が
増
え
れ
ば
自
動
的

に
値
上
が
り
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
共
産
党
は
、
憲
法
25
条
の
生
存
権
、
憲
法

14
条
の
「
法
の
下
の
平
等
」
を
踏
み
に
じ
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
は
、
撤
廃
す
る
し
か
な
い
と
考

え
反
対
す
る
。

議
案
第
59
号
　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

必
要
な
人
が
必
要
な
介
護
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に

反対討論
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
こ
と
を
目
的
に
導
入
さ
れ
た
。
政
府
は
、
制
度

改
悪
を
繰
返
し
て
来
た
。
要
支
援
１
・
２
の
人
を

保
険
給
付
か
ら
外
し
た
り
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
を
原
則
要
介
護
３
以
上
と
し
た
り
し
た
。

利
用
者
負
担
を
所
得
に
よ
っ
て
２
割
負
担
に
し
た

り
、
低
所
得
者
の
施
設
利
用
者
の
居
住
費
・
食
費

の
捕
捉
給
付
の
削
減
を
し
た
り
し
た
。

国
庫
負
担
は
増
や
さ
ず
に
市
民
に
大
幅
な
負

担
増
を
押
し
付
け
る
介
護
保
険
制
度
に
日
本
共
産

党
は
反
対
し
、
議
案
第
59
号
に
反
対
す
る
。

議
案
第
62
号
　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
水
道
事
業

会
計
剰
余
金
の
処
分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

剰
余
金
を
活
用
し
て
水
道
料

金
の
負
担
軽
減
継
続
を

反対討論
令
和
３
年
度
の
未
処
分
利
益
剰
余
金
３
億
３

１
０
万
５
５
９
４
円
の
う
ち
１
憶
８
５
８
５
万
４

３
９
６
円
を
資
本
金
へ
組
み
入
れ
た
が
、
こ
の
分

を
固
定
資
産
と
見
比
べ
た
と
き
に
、
令
和
３
年
度

減
価
償
却
分
約
２
億
６
７
０
０
万
円
を
上
回
る
ほ

ど
の
工
事
は
実
施
さ
れ
て
お
ら
ず
、
固
定
資
産
が

大
幅
に
増
え
て
は
い
な
い
と
み
て
と
れ
る
。
そ
う

な
ら
ば
、
資
本
金
へ
の
組
み
入
れ
は
せ
ず
、
物
価

高
騰
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
市
民
の
た
め
に
水
道

料
金
減
額
措
置
を
継
続
す
る
べ
き
と
考
え
、
日
本

共
産
党
は
反
対
す
る
。

①�
国
保
特
会
へ
の
法
定
外
繰
出
金
２
千
万
円
減
額

で
負
担
軽
減
に
逆
行
。

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
関
連
予
算
は
国
民
へ
の
徴

税
強
化
・
給
付
削
減
に
つ
な
が
る
。

③�

正
規
保
育
士
の
登
用
を
増
や
す
べ
き
。

④�

学
童
保
育
所
は
公
的
責
任
で
堅
持
・
拡
充
す
べ

き
。

⑤�

既
に
目
標
達
成
の
は
す
だ
っ
子
ペ
ン
の
達
人
予

算
は
他
事
業
に
あ
て
る
べ
き
。

⑥�

課
題
の
多
い
小
・
中
学
校
水
泳
民
間
連
携
は
見

直
す
べ
き
。

⑦�

国
が
特
別
対
策
を
終
結
し
た
同
和
事
業
へ
の
支

出
は
や
め
る
べ
き
。

⑧�

生
活
道
路
改
良
重
点
整
備
の
増
額
と
道
路
改
良

率
の
向
上
を
求
め
る
。

⑨�

住
民
の
意
向
を
ふ
ま
え
、
安
全
と
緑
地
保
全
の

両
立
を
図
っ
た
黒
浜
緑
地
整
備
を
求
め
る
。

議
案
第
57
号
　
令
和
３
年
度
蓮
田
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

法
定
外
繰
入
を
減
額
す
べ
き

で
な
い

反対討論
国
保
は
、憲
法
25
条
に
基
づ
い
て
、病
気
に
な
っ

た
時
に
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
社

会
保
障
制
度
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
あ
り
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
下
支
え
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来

な
ら
国
が
さ
ら
な
る
公
費
投
入
す
べ
き
だ
が
、
今

の
政
権
は
行
っ
て
い
な
い
。
国
の
基
準
で
は
、
子

育
て
施
策
や
保
健
事
業
費
に
つ
い
て
は
認
め
る
と

し
て
い
る
。

市
が
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に
必
要
性
を

認
識
し
、
法
定
外
繰
入
を
減
額
で
は
な
く
、
今
後

も
こ
の
姿
勢
を
崩
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
求
め
て
、

　
市
議
会
の
本
会
議
は
、
一
般
に
公
開

さ
れ
て
い
て
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
車
い
す
で
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

　
市
議
会
の
議
場
に

は
、
車
い
す
用
の
傍
聴

ス
ペ
ー
ス
が
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

●
手
話
通
訳
者
に
つ
い
て

　
議
会
を
傍
聴
す
る
際

に
、
手
話
通
訳
者
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
事

前
に
議
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
議
会
中
継
に
つ
い
て

　
本
会
議
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
ラ
イ
ブ
中
継
並
び
に
録
画
映
像
の
視

聴
が
可
能
で
す
。

※�

市
議
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
傍
聴
に
際
し
て

は
マ
ス
ク
着
用
及
び
手
指
の
消
毒
の

徹
底
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
一

部
の
傍
聴
席
を
使
用
禁
止
に
す
る
な

ど
の
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
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